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36 2

29 6 3

・児童発達支援管理責任者に加え、
　基準以上の保育士・児童指導員を
　配置し、加えて理学療法士、言語
　聴覚士、作業療法士を配置してい
　る。
・子どもたちのニーズに合わせたグ
　ループ編成として職員を適切に配
　置している。

34 2 1 1

37 1

1

業務改善を進めるための
PDCAサイクル（目標設定と振
り返り）への職員の積極的な
参画

・少人数で話し合われている
・時間を取る必要があると思います

・毎日の療育終了後にカンファレンス
　を行い、業務の効率化を含めて情
　報共有や提案を行なっている。

・毎日の療育後の振り返りを通して、職員の
　スキルアップを図るとともに、職員間の情
　報共有により業務の効率化に努めます。

2
第三者による外部評価を活用
した業務改善の実施

・感染症予防対策を含めた業務改善
　を検討、実施している。

・第三者評価結果を定期的に振り返り、業
　務改善につなげていきます。

3
職員の資質の向上を行うため
の研修機会の確保

・業務時間との兼ね合いでできない時もある
・土日になる

・外部講師による机上研修や療育現
　場でのスーパーバイズに加え、オ
　ンラインセミナーを受講し資質向上
　を目指している。

・外部講師による専門的な研修を継続して
　実施していきます。また、オンラインでの
　研修を積極的に受講し、資質の向上に努
　めます。

35 2 1

2

子どもの状況に応じ、かつ個
別活動と集団活動を適宜組み
合わせた児童発達支援又は
放課後等デイサービス計画の
作成

・スタッフ共通のアセスメントツールを使用す
　るとよいと思います（リタリコ等）

・個別支援会議を実施し、グループ・
　個別それぞれに個々の特性や状
　況に合わせた計画を作成してい
　る。

・今後もグループ療育と保育所等訪問支援
　などの地域支援に合わせ、必要に応じて
　個別療育 （ＳＴ、ＯＴ、ＰＴ）を組み合わせ
　た計画を作成します。

35 2 1

35 2 1

5
チーム全体での活動プログラ
ムの立案

・グループごとに担当者を決め、児
　童発達支援管理責任者を中心に
　話し合いを行い、プログラムを作
　成している。

・年間計画をもとにグループの担当者を中
　心にプログラムを検討し作成します。

6
平日、休日、長期休暇に応じ
たきめ細やかな支援

・指定管理上、原則として土・日・祝日は
　休館日となっている。
・平日の療育時間以外での相談等につ
　いて対応している。

・平日は療育時間以外でも保護者の相談
　に応じます。

30 7 1

8

支援開始前における職員間で
その日の支援内容や役割分
担についての確認の徹底

・療育前に必ず、職員間で確認を行
　い、特筆すべき事項があればチー
　ム全体で周知している。

・事前の情報共有や役割分担をするなど安
　全かつスムーズな支援の提供に努めま
　す。

9

支援終了後における職員間で
その日行われた支援の振り返
りと気付いた点などの情報の
共有化

・特記すべきことのみになりやすい
・療育終了後のカンファレンスで情報
　共有を行い、特記事項を記録して
　いる。

・日々の振り返りを継続し情報共有に努め
　るとともに、記録に残し次回の療育につな
　げます。

10

日々の支援に関しての正確な
記録の徹底や、支援の検証・
改善の継続実施

・記録する時間が足りない

・支援記録に利用時の様子や支援
　の状況など、重要なポイントを記
　録し、担当者間で改善点を検討し
　ている。

・日々の支援内容を正確に記録し関係職員
　と共有することで課題分析を行い、改善し
　ていけるように努めます。

11

定期的なモニタリングの実施
及び児童発達支援計画又は
放課後等デイサービス計画の
見直し

・定期的なモニタリングを、6か月に1
　回以上行い、必要に応じて計画の
　見直しを実施している。

・定期的なモニタリングに加え、子どもたち
　の状況に応じてモニタリングを行い、計画
　を見直します。

1

子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者による障害児相
談支援事業所のサービス担
当者会議への参画

・各相談支援事業所の依頼に応じ
　て、児童発達支援管理責任者を
　はじめ、担当職員が参加している。

・今後も依頼に応じて会議等へ参加します。

関
係
機
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7
活動プログラムが固定化しな
いような工夫の実施

・個別療育は常に工夫している
・固定化しないように考えていますが、グルー
　プごとに内容を工夫することが必要だと思
　います

・グループごとに年間計画を策定し、
　教材ソフト等も活用しながら定期的
　に活動内容の見直しを行い、プロ
　グラムを立てている。

適
切
な
支
援
の
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4

児童発達支援計画又は放課
後等デイサービス計画に沿っ
た適切な支援の実施

・半年に一度ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞをして確認している

・それぞれのこども達に合った支援
　方法を職員間で共有し、年間スケ
　ジュールに沿って日々支援を行な
　っている。

3

児童発達支援計画又は放課
後等デイサービス計画におけ
る子どもの支援に必要な項目
の設定及び具体的な支援内
容の記載

・計画には、項目・具体的な到達目
　標に対する、具体的な支援内容を
　わかりやすく明記している。

1

・児童発達支援計画に沿って、それぞれの
　子どもたちの状況や支援目標に沿った支
　援方法を職員間で共有して実施します。・行われている

・子どもたちの状況に応じ、教材ソフト等を
　活用しながらプログラムが固定化しない
　ような工夫をしていきます。

・趣向を変えて興味が持てるように工夫されてい
　た

・アセスメント、モニタリングの際は、子ども
　と保護者からのニーズを傾聴し、課題の
　分析を行い計画作成にあたります。

・保護者への聞き取りもあり、子どもの能力に合
　わせて計画書が作成されていた
・計画の更新の際にはこちらの意見を聞いてい
　ただき的確な内容で作成していただいた

アセスメントを適切に行い、子
どもと保護者のニーズや課題
を客観的に分析した上での児
童発達支援計画又は放課後
等デイサービス計画の作成

・一人の聞き取りで検討されないままだと客
　観性が弱いと思う

・利用開始時のアセスメントや初回
　評価の方法を改善し、スムーズな
　利用に繋げる努力を行っている。

・児童発達支援計画には、具体的な本人の
　課題や保護者のニーズを取り入れて、保
　護者へわかりやすく丁寧に説明します。

・無理のない内容により、確実に成長できるよう
　に達成できるように設定されていた

・毎日、療育後に掃除に加え消毒を
　行っているが、細かい部分まで行
　き届いているかの見極めが難し
　い。
・定期的に換気に努めるとともに、空
　気清浄機、加湿器等も使用してい
　る。

・感染症予防のために療育後の掃除、消毒、
　換気を継続して実施していき、安心してい
　ただける空間作りに努めます。・清潔が行き届いていた

業
務
改
善

環
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4
清潔で、心地よく過ごせ、子ど
も達の活動に合わせた生活空
間の確保

・清掃業者が入りスタッフも交代で清掃してい
　る
・多事業利用で活動に合わせられない空間も
　ある
・玩具等使った後消毒をしている
・部屋も毎回清掃している
・研修室は衛生上はやはり療育には不適か
　と。赤ちゃん体操は特に。

・常にかかわりが必要な子、そうでない子に合わ
　せて配置されていた。　あちらこちらに目がい
　く子に対しては一通り回らせてから落ち着かせ
　る等、特性に配慮があり専門性を感じた
・専門性の高さ（程度）に個人差が大きいと感じ
た
・専門的な言語、作業、理学の先生が少ないとは
　思います
・先生方がお休み時に子どもが手待ちになるの
　がなくなればありがたいです。
・専門性はまだわからない

3

本人にわかりやすい構造、バ
リアフリー化、情報伝達等に
配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

・構造化を行っている
・情報伝達はタイムラグがある場合があり

・全館バリアフリーになっており、こ
　どもから見た動線に配慮した上
　での構造化を実施し、必要に応じ
　て改善している。

・保育士・療法士等、療育に必要なスタッフの
　適切な配置に努めます。

・わかりやすく、トイレは使用しやすい
・イラストや絵カードを用いて部屋の配置や活動
　内容が分かりやすく示されている

・密を避けるために時間をずらしたり活動
　内容 の工夫をしてより良い療育の提供を
　目指します。

・行事等により全員揃うことが少なくゆったりとし
　ていることが多かった
・色分け等していただき「自分の席（場所）」をしっ
　かり認識できています

2 職員の適切な配置
・お子さまの特性によっては適切でない場合
 もある

・保育士・療法士等、療育に必要なスタッフの
　適切な配置に努めます。
・担当スタッフ不在時には当日関わる職員を
　保護者の方にもお伝えし、安心していただ
　けるように努めます。

1
利用定員に応じた指導訓練室
等スペースの十分な確保

・複数の事業があるため、重なると部屋の確
　保ができない
・午前が3グループあると木の部屋の利用時
　間を分けてもしにくい時があります
・個別スペースがない
・部屋が足りない
・２グループが動いている時は木の部屋の使
　用時間が重ならないようなプログラムにして
　いる
・2グループなど木の部屋が狭く感じる時も
・木の部屋が狭い、時間差で使用している

・木の部屋の利用人数が多くなって
　しまう時があるため、時間をずらし
　たり活動内容の工夫が更に必要
　と感じ、改善していく。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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区分 チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等）自己評価 現状評価（実施状況・工夫点等
保護者の評価

保護者の評価を踏まえた改善目標・内容
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区分 チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等）自己評価 現状評価（実施状況・工夫点等

保護者の評価

保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

2

（医療的ケアが必要な子ども
や重症心身障害のある子ども
等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福
祉、保育、教育等の関係機関
と連携した支援の実施

・利用開始時には、保健師や医療関
　係者の引継ぎ等をはじめ、連携し
　た支援を実施している。

・今後も関係機関との連携やセンター内に
　おいても療法士や医療的ケア児コーディ
　ネーター等とも連携しながら支援を行い
　ます。

3

（医療的ケアが必要な子ども
や重症心身障害のある子ども
等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療
機関等と連絡体制の整備

・利用開始時には、主治医の意見書
　の提出をお願いしている。主治医
　に体調不良時、緊急時の対応方
　法を記入していただいている。

・今後も関係する医療関係機関等との連絡
　しながら支援を行います。

4

児童発達支援事業所からの
円滑な移行支援のため、保育
所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学
部）等との間での支援内容等
の十分な情報共有

・訪問要望が保護者からあった場合、
　連携を取り情報共有している

・就学への移行に際し、サポートファ
　イルの引き継ぎ等の連携を行って
　いる。
・保育所等訪問支援事業が保育所
　等と連携を取り情報共有をしてい
　る。

・就学に向けた保護者への支援を継続する
　とともに、保育所等訪問支援による保育所
　等との連携強化に努めます。

5

放課後等デイサービスからの
円滑な移行支援のため、学校
を卒業後、障害福祉サービス
事業所等に対するそれまでの
支援内容等についての十分な
情報提供

6

児童発達支援センターや発達
障害者支援センター等の専門
機関と連携や、専門機関での
研修の受講の促進

・外部講師による研修やオンライン
　研修を受けている。

・発達障害者支援センターの実施するコン
　サルテーションの有効活用や、研修へ積
　極的に参加します。

24 3 5 6

8

事業所の行事への地域住民
の招待など地域に開かれた事
業の運営

・立地条件や事業の独自性から、普
　段より地域の方と接する機会は
　持っていない。

・感染予防を行いながらイベントの開催を検
　討していきます。

38

2 38

26 4 8

34 4

30 5 3

・引き続き、親の会の開催場所を提
　供している。

28 3 7

・保護者会の開催方法を事業ごとに
　変更し、保護者同士の輪が広がる
　ようにした。

21 1 16

35 1 2

34 1 1 2

10 34 4

・今後も個人情報取り扱いに関しては十分
　に注意を払っていきます。

・注意されている

・十分なされている

9

定期的な会報等の発行、活動
概要や行事予定、連絡体制等
の情報についての子どもや保
護者への発信

・毎月「風便り」「すまいる通信」を
　希望に応じて紙・データで配布して
　情報提供を行っている。
・過去の配布データをホームページ
　へ掲載している。

・保護者から頂いたご意見を真摯に受け止
　め、改善点は速やかにお知らせするよう
　に努めます。

・苦情はありません。それどころか感謝していま
　す
・経験していない
・苦情がないのでわからない

8

障害のある子どもや保護者と
の意思の疎通や情報伝達の
ための配慮

・３９メールを使って、必要な情報伝
　達に努めている。
・利用児へは、具体的なスケジュー
　ルの提示や構造化により、個々に
　合わせた対応を行っている。

・保護者や本人ともに、個々に合わせた支援
　方法で意思の疎通や情報伝達出来るよう
　に努めます。

・引き続き定期的な情報提供を行うととも
　に、ＳＮＳやホームページ等を活用した
　情報提供をしていきます。・発信できている

保
護
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7

子どもや保護者からの苦情に
対する対応体制整備や、子ど
もや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切
な対応

・苦情への対応については重要事項
　説明書に明記し、契約時に説明す
　るとともに、施設内に掲示して周知
　を図っている。
・施設でマニュアルを整備し、苦情と
　なる前に迅速かつ、適切な対応に
　努めている。

6

父母の会の活動の支援や、保
護者会の開催による保護者同
士の連携支援

・一部の人になっている？
・行っているが参加が少なく連携が取れ
　ているかどうかはわからない

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
・
連
携
支
援

1

個人情報の取扱いに対する
十分な対応

・個人情報の取扱いに関しては、全職
　員が十分に配慮し対応している。
・契約時の重要事項説明時に個人情報
　保護についての説明を行ない、同意
　をいただいている。

・新型コロナの５類移行後は、感染
　に気をつけながら保護者学習会
　等を実施した。

・必要に応じて保護者同士の交流を深める場
　を設けます。・支援されている

・いつも仕事で参加できてなくて、、、

・今後も療育後には、療育時の様子や子ど
　もの発達状況や課題をお伝えし共通理解
　に努めます。また、時間をとって相談でき
　ることを再度周知し、保護者との共通理解
　に努めます。

・できている
・その日の療育内容を詳しく教えていただき、こち
　らの疑問点等も伝えて共通理解できている
・世間話程度ですができている

5

保護者からの子育ての悩み
等に対する相談への適切な対
応と必要な助言の実施

・努力しています
・自分では助言が難しい時には上司に
　アドバイスをもらっています

・療育時の相談や、時間枠を設け
　て事業所内相談にて、保護者の
　方の思いに寄り添いながら一緒に
　考えていけるように努めている。
・保護者からの電話対応にも真摯に
　対応し、助言を行なっている。

・普段の療育時だけではなく、ご希望に応
　じて事業所内相談や家庭連携、また電話
　相談についても丁寧に対応します。

・行き詰まることや困った時は相談にのってくだ
　さり晴れやかになった。感謝です。

・保護者学習会等の実施の際には案内を掲
　示するなど十分周知できるように配慮して
　いきます。
・オンラインを含めた情報提供の手段を検討
　します。

・先生によるアドバイスに助けられている。できる
　ことは家庭でも行うようにしている
・まだ経験していないだけ？
・もう少しあってほしい

4

子どもの発達の状況や課題に
ついて、日頃から保護者との
共通理解の徹底

・努力しています
・共通理解ができていなかったことが
　あったので、伝え方を改善していきます

・日々の利用時に限らず、時間を
　とって相談できる機会を設け、保
　護者に療育や就学についての相
　談や説明の機会を持ち、共通理
　解に努めている。

3

保護者の対応力の向上を図
る観点から、保護者に対する
ペアレント･トレーニング等の
支援の実施

・今後も丁寧に保護者へわかりやすく説明
　するとともに、想定される事項についても
　確認を行っていきます。・わかりやすく説明された

児童発達支援計画又は放課
後等デイサービス計画を示し
ながらの支援内容の丁寧な説
明

・支援内容の変更等は、児童発達支
　援計画を提示しながら、保護者に
　丁寧に説明をして同意をいただい
　ている。

・今後も丁寧に保護者へわかりやすく説明
　を行っていきます。・わかりやすく説明された

支援の内容、利用者負担等に
ついての丁寧な説明

・見学、契約時、支援開始時等に重
　要事項説明書等により説明をして
　いる。
・変更のあった際には文書を配布
　し、必要に応じて同意をいただい
　ている。

・保育所や認定こども園、幼稚園等
　と並行通園されている方が多いた
　め行なっていない。

・並行通園のため、現在予定はしておりませ
　ん。・認定保育園に通い、加配の先生がついてくださ

　っている

関
係
機
関
と
の
連
携

7

児等発達支援の場合の保育
所や認定こども園、幼稚園等
との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児
童クラブや児童館との交流な
ど、障害のない子どもと活動
する機会の提供

・利用者がすでに在園しているのでセ
　ンターとしてない



はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない 未回答
区分 チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等）自己評価 現状評価（実施状況・工夫点等

保護者の評価

保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

31 3 4

24 3 1 10

3

虐待を防止するための職員研
修機会の確保等の適切な対
応

・職員研修を行った上で、年2回の虐
　待防止チェックを行い、結果を会議
　でフィードバックし、虐待防止に努
　めている。

・今後も同様に虐待防止への取り組みを実
　施し、虐待防止に対する意識を深めます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場
合における組織的な決定と、
子どもや保護者に事前に十分
に説明・・了解を得た上での児
童発達支援計画又は放課後
等デイサービス計画への記載

・現在該当する利用児はいないが、
　事例検討会・会議等で身体拘束
　への認識を深め、環境づくりに配
　慮する等、身体拘束のない支援
　を実施している。

・今後も引き続き、身体拘束に対する認識
　を深め、適切な支援に務めます。

5

食物アレルギーのある子ども
に対する医師の指示書に基づ
く適切な対応

・利用開始時にアレルギーの有無を
　所定様式で提出いただき事前に把
　握している。

・今後も食事を提供する対象児への適切な
　対応に努めます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及
び事業所内での共有の徹底

・ヒヤリハットが発生した場合、速やかに
　報告書へ記載し、部署会議で対応策
　を検討し、全体の会議で周知を行なっ
　ている。

・小さな気づきでもヒヤリハットとして報告す
　ることで、事故を未然に防ぎ支援の充実
　に努めます。

34 3 1

35 1 1 1

満
足
度

1
子どもは通所を楽しみにして
いますか

・されている
・先日避難訓練が行われていて、非常時の対
　応も安心できます

非
常
時
等
の
対
応

・行くことに応じないことはないので大丈夫です
・兄弟で通所しているが、嫌がることは一度もな
　く毎回楽しみにしています
・「今日すまいる？」と嬉しそうに聞いてきます
・毎週楽しんで活動しています

2
事業所の支援に満足していま
すか ・感謝しています。孫を育てる支えです。

・今後は感染症以外についても周知の方法
　を検討し子ども、保護者にも分かりやすい
　マニュアル作りを行っていきます。
　また、ポップ等を付けるなど掲示の方法も
　分かり易く工夫します。・されている

2

非常災害の発生に備えた、定
期的に避難、救出その他必要
な訓練の実施

・避難訓練、消火訓練を年に2回実施し
　ているが、親子通所が原則のため、防
　犯訓練等は実施していない。
・災害時の避難方法については、マニ
　ュアルを掲示して不測の事態に備えて
　いる。

・火災、地震等の災害や現場を想定した訓
　練を実施し、内容の周知に努めます。

1

緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マ
ニュアルの策定と、職員や保
護者への周知徹底

・防犯マニュアルがあるのか？

・マニュアルは作成されており、随時
　更新して職員への周知に努めてい
　る。
・感染症対応については、特に新型
　コロナ感染防止について随時保護
　者への情報提供を行っている。


